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な
る
と
説
明
し
、
そ
の
負
担
が
一
千
億
円
を
は
る
か
に
超
え
る
の
で
、
事
業
費
の
一
部
を
利
用
者
が
負
担
す
る
の
は
当
然
だ
と

い
う
名
目
で
、
昭
和
六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
特
定
都
市
鉄
道
整
備
促
進
特
別
措
置
法
の
「
特
別
措
置
」
に
よ
り
、
小
田
急
電
鉄

㈱
は
小
田
急
線
の
運
賃
の
値
上
げ
を
し
た
。 

東
京
都
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
業
は
東
京
都
が
主
体
と
な
る
「
連
続
立
体
交
差
化
事
業
」
と
同
時
一
体
的
に
施
行
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
既
存
の
鉄
道
部
分
は
東
京
都
、
線
増
部
分
は
鉄
道
事
業
者
が
事
業
主
体
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き 

線
化
事
業
（
線
増
部
分
）
」
に
つ
い
て
は
小
田
急
電
鉄
㈱
が
事
業
主
体
と
な
り
、
事
業
費
の
全
て
が
小
田
急
電
鉄
㈱
の
負
担
と 

小
田
急
電
鉄
㈱
小
田
急
線
は
、
小
田
原
線
と
江
ノ
島
線
が
基
軸
と
な
り
、
神
奈
川
県
と
東
京
都
を
結
ぶ
大
動
脈
の
一
つ
で
あ

る
。 

た
。
そ
し
て
「
連
続
立
体
交
差
化
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
ま
で
事
業
費
の
九
三
％
（
現
在
八
六
％
）
が
ガ
ソ
リ
ン 

昭
和
五
〇
年
代
の
後
半
、
小
田
原
線
と
江
ノ
島
線
の
分
岐
点
で
あ
る
相
模
大
野
か
ら
新
宿
ま
で
の
高
架
複
々
線
に
す
る
計
画

が
立
て
ら
れ
、
高
架
複
々
線
化
事
業
（
喜
多
見
～
和
泉
多
摩
川
間
）
が
昭
和
五
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
。 

税
、
都
民
税
、
区
民
税
、
等
の
市
民
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
の
で
、
小
田
急
電
鉄
㈱
の
負
担
は
極
め
て
少
な
い
が
、
「
複
々 

小
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急
小
田
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（
東
北
沢
～
和
泉
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摩
川
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三 

 



 

「
複
々
線
化
事
業
」
の
法
律
上
の
事
業
主
体
は
日
本
鉄
道
建
設
公
団
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
線
増
部
分
の
用
地
買
収
か
ら
高
架

工
事
に
至
る
ま
で
同
公
団
の
負
担
で
行
わ
れ
、
土
地
と
高
架
施
設
な
ど
は
同
公
団
の
所
有
に
な
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
調
査
で

判
明
し
た
。 

一 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
に
つ
い
て
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
た
の
は
何
時

か
。
数
回
に
わ
た
る
と
き
は
、
対
象
区
間
を
明
示
し
て
そ
の
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二
1 

日
本
鉄
道
建
設
公
団
法
（
以
下
「
公
団
法
」
と
い
う
）
第
二
二
条
第
一
項
に
よ
り
、
小
田
急
電
鉄
㈱
が
右
「
複
々
線
化

事
業
」
を
「
公
団
」
が
行
う
よ
う
申
出
を
し
た
の
は
何
時
か
。
数
回
に
わ
た
る
と
き
は
、
一
と
同
様
に
し
て
そ
の
時
期 

3 

運
輸
大
臣
が
右
の
申
出
を
う
け
、
「
公
団
法
」
第
二
二
条
第
二
項
の
指
示
を
し
た
時
期
を
、
一
と
同
様
に
し
て
、
明
ら 

2 

ま
た
「
公
団
法
」
第
二
二
条
第
一
項
お
よ
び
同
法
施
行
規
則
第
五
条
に
よ
り
、
小
田
急
電
鉄
㈱
が
作
成
し
、
運
輸
大
臣

に
提
出
し
た
右
申
出
書
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
「
複
々
線
化
事
業
」
の
事
業
主
体
が
小
田
急
電
鉄
㈱
で
あ
る
と
の
説
明
は
事
実
に
反
し
て
お
り
、
実
は
、 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
。 

を
、
対
象
区
間
を
明
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

四 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
完
成
に
至
る
ま
で
の
工
事
費
に
あ
て
る
た
め
の
資
金
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
「
公
団
」
は
調
達

し
た
の
か
。 

五 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
で
取
得
し
た
用
地
お
よ
び
高
架
施
設
、
「
公
団
法
」
第
一
九
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
鉄
道
建 

三
1 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
完
成
に
至
る
ま
で
の
工
事
費
は
、
「
公
団
」
が
負
担
し
て
い
る
の
か
。 

3 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
の
費
用
は
現
在
ま
で
に
い
く
ら
か
か
っ
た
か
。
区
間
を
東
北
沢
～
梅
ヶ
丘
間
、
梅
ヶ
丘
～
喜
多

見
間
、
喜
多
見
～
和
泉
多
摩
川
間
と
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た
う
え
、
そ
の
内
訳
、
す
な
わ
ち
用
地
費
と

狭
義
の
工
事
費
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
の
工
事
費
に
は
、
用
地
費
は
含
ま
れ
る
の
か
。 

4 
右
指
示
の
際
、
運
輸
大
臣
が
定
め
た
工
事
実
施
計
画
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

業
」
に
お
い
て
建
設
し
管
理
す
る
計
画
は
、
右
運
輸
大
臣
が
定
め
た
工
事
実
施
計
画
の
中
に
存
在
す
る
か
。
存
在
す
る
と
す

れ
ば
そ
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

設
と
一
体
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
が
適
当
な
事
務
所
、
店
舗
等
（
以
下
「
附
帯
事
業
」
と
い
う
）
を
、
右
「
複
々
線
化
事 

か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

六 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
は
、
東
京
都
が
「
建
運
協
定
」
（
道
路
法
、
鉄
道
事
業
法
等
に
基
づ
き
、
建
設
省
と
運
輸
省
の
間 

七 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
に
つ
き
、
小
田
急
電
鉄
㈱
が
、
「
公
団
」
に
よ
り
施
行
さ
れ
る
よ
う
申
出
を
し
た
こ
と
は
世
田
谷 

ら
な
い
こ
と
は
「
公
団
法
」
等
の
明
文
に
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
、
「
公
団
」
が
こ
れ
の
施
行
を
小
田
急
電
鉄 

区
等
が
認
め
て
い
る
の
で
事
実
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
公
団
」
が
こ
れ
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な 

体
交
差
化
事
業
の
都
市
計
画
決
定
の
対
象
の
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
右
「
連
続
立
体
交
差
化
事
業
」
は
「
建
運

協
定
」
に
よ
り
東
京
都
が
主
体
と
な
り
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
右
「
複
々
線
化
事
業
」
と
は

ど
の
よ
う
な
法
的
関
係
に
な
る
の
か
。 

に
お
い
て
結
ば
れ
た
「
都
市
に
お
け
る
道
路
と
鉄
道
と
の
連
続
立
体
交
差
化
に
関
す
る
協
定
」
）
に
基
づ
き
定
め
る
連
続
立 

右
計
画
で
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
附
帯
事
業
」
を
、
後
に
「
公
団
」
が
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
計
画
し
、

実
施
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
認
可
の
時
期
と
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

㈱
に
委
託
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事
実
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
の
委
託
の
内
容
、
時
期
、
理
由
（
法
令 

団
」
に
帰
属
し
て
い
る
の
か
。
権
利
の
種
類
に
分
け
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

現
在
、
右
「
複
々
線
化
事
業
」
に
係
わ
る
用
地
、
鉄
道
施
設
、
「
附
帯
事
業
」
に
よ
る
施
設
の
所
有
権
、
占
有
権
は
「
公 

六 

 



 

 

七 

上
の
根
拠
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
当
然
右
委
託
に
つ
い
て
は
、
「
公
団
」
と
小
田
急
電
鉄
㈱
と
の
間
に
委
託
契
約
書
を
作
成
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る 

か
ら
、
そ
の
内
容
お
よ
び
有
償
無
償
の
別
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
は
、
東
京
都
が
定
め
た
都
市
計
画
決
定
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
か
ら
、
都
市
計
画
案

の
公
告
、
縦
覧
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
都
市
計
画
手
続
き
を
ふ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
委
託
が
事
実
で
あ
る

と
す
る
と
、
都
市
計
画
法
等
の
関
係
法
令
に
、
こ
れ
を
許
す
根
拠
が
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

九 

右
「
複
々
線
化
事
業
」
の
事
業
主
体
が
「
公
団
」
で
あ
る
こ
と
を
、
運
輸
大
臣
、
建
設
大
臣
な
ど
関
係
者
が
、
各
種
議 

会
・
裁
判
な
ど
、
公
の
場
で
明
示
し
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


